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はじめに

2015 年 9 月、ニューヨークの国連本部にて「国連持続可能な開発サミット」が開催され、150 を超える国

連加盟国の首脳が全会一致で、成果文書「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」

を採択した。この中で 2030 年までに達成する目標として掲げられたのが「持続可能な開発目標（Sustinable 

Development Goals:SDGs）」(1) である。このグローバル目標には「誰一人取り残さない」持続可能で多様性

と包括性のある社会実現のための 17 の目標と 169 のターゲットが掲げられている。目標の 12 番目には「持

続可能な生産消費形態を確保する」ことが示され、この目標のターゲットには天然資源の管理や効率的な利

用、食品ロスや廃棄物の削減が含まれている。

持続可能な社会の構築については、小学校学習指導要領 ( 平成 29 年告示 ) 解説家庭編に「生活の営みに

係る見方、考え方」の視点の一つとして掲げられている。これからの時代を生きる子どもたちは、衣食住、

家族、生活経営、人生設計など、家庭科のあらゆる分野をとおして、持続可能な社会の担い手となるに相応

しい知識と技術、価値意識を育てていくことが求められる。それは、消費者市民の育成、つまり「自分自身

の個人的ニーズと幸福を求めるとしても、消費や社会生活、政策形成過程などを通じて地球、世界、国、地

域、そして家族の幸せを実現すべく、社会の主役として活躍する人々」(2) の育成である。一つ一つの生活

行為に価値を見いだし、よりよい生活を目指して実践していく子どもの育成は、家庭科の最終的な目標でも

ある。本研究は、小学校における調理実習場面を取り上げ、単に生活の技術を獲得するにとどまらず、環境

保全について思考し、将来の社会を見据えて今の自分の行為を決定できる消費者市民の育成を目指して、生

活のあり方を問う深い学びの授業開発をめざすものである。授業は、附属山口小学校で実施し、授業後に意

識の変容を見取り、授業効果を検証する。

１．授業づくりの視点

１－１ 反省的思考を促す

私たち人間の行動の中には、無意識のうちに意思決定がなされているものが多々ある。とりわけ子どもた

ちは、「分かっている」「知っている」と自分では思っているが、実際にはできていないという現実に気付い

ていないことが多い。本題材では、前時の調理実習の録画を視聴して自身の行動を振り返るとともに、自分
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の無意識の行動が環境にどのような影響を及ぼすかを反省的に捉えさせることで、資源を大切にすることや

社会の一員として自分がどのようにあるべきかを自覚できるようにした。授業構想は、1997 年西敦子実践 (3)

から示唆を得た。

１－２ 対話による気付きの交流

自分の行動を振り返ったとしても、それを問題と捉えることができなければ、自身の考え方や行動は変容

しない。また、その行動がよいか悪いかといった価値判断は人によって異なる。そこで、対話により、様々

な人の考え方に触れ、持続可能な社会の構築に関する視点を獲得できるようにした。そして、その視点をも

とに自分の行動を振り返り、無自覚であった自分の行動が環境に及ぼす結果を推論することができるように

するとともに、価値判断の基準を、互いが容認できるようなレベルまで高めることができるようにした。

２．授業実践

２－１ 題材と目標

題材名 「チャレンジ！１食分の食事～地球にやさしい食事づくり～」

目標 ○ 栄養・味・環境の視点を中心にした献立作成や調理の方法を理解し、調理することをとおして、

よりよい１食分の献立作成や調理の方法を考えることができるようにする。

○ 環境を守る視点から自分や家庭の食生活を見直し、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態

度を養うことができるようにする。

２－２ 学習指導計画（全 11 時間）

次 ねらい 学習活動・内容（評価の観点）

第
一
次

○学習の見通しをもつ（１時間） ○１食分の食事づくりの見通しをもつ

・１食分の食事に対する関心（態）

・課題の解決方法（思）

第
二
次

○１食分の献立作成の方法を考える

（３時間）

○１食に必要な栄養について考える

○食材がもつ「味」について考える

○１食分の献立を作成する

・１食分の献立の栄養バランス（思）

・味の付け方（知）

・１食分の献立作成に対する関心（態）

第
三
次

○１食分の食事の計画を立て調理する

（５時間）

○調理実習の計画を環境の視点で考える（本時１／５）

○調理実習の手順や分担を考える

○買い物をする

○調理実習をする

・購入・調理に対する関心（態）

・調理の手順（知）

・材料に適した切り方、味の付け方（思）

第
四
次

○家族との食事の計画を立て実践する

（２時間）

※食事づくりは家庭で取り組む

○弁当づくりの実践に取り組む（課外）

○家族との食事の計画を立てる

○食事づくりを行う

○学習を振り返る

・家族での食事に対する関心（態）

・楽しい食事にするための工夫（思）

・家庭にあった献立、調理の方法（思）

・食事のマナー（知）

○弁当づくりを行う
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２－３ 本時のねらいと学習過程

○ねらい  調理実習を振り返ったり、野菜の処理の仕方を試したりすることをとおして、環境に配慮し

た調理や片付けの工夫を考えることができるようにする。

○学習過程 （5時間目 /11 時間）

２－４ 授業の実際

本時では、１食分の食事づくりの調理実習の計画を、環境の視点で考える授業を行った。授業以前の調理

実習（野菜炒め）の映像を用い、無意識の状態での自分の行動（本時の場合は調理作業の様子）を振り返ら

せ、反省と改善を促した。映像作成に関しては、以下の点に留意した。

・ 野菜を切る場面、炒める場面、片付けの場面などと、複数の場面を取り上げ、様々な視点から自分の行

動を振り返ることができるようにした。
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・ 問題場面では、対象児童の顔ではなく作業の手元を映すようにし、

「誰がしているか」に気を取られないようにした。

授業の導入では、子どもたちに以前の調理実習の映像を視聴することを

伝え、水が出しっぱなしになっている場面を提示した（図１）。子どもたち

はすぐに水が出しっぱなしになっているという問題点に気付き、そのこと

について発言した。さらに続けて、「映像の中でよかったところはないか」

と尋ねたところ、「気付いて『止めて』と言った人がいた」ことに言及した。

そこで、問題に気付いて改善しようとする姿を価値付け、本時のめあてを「地

球にやさしい調理や片付けの工夫を考えよう」と設定した。

展開では、調理実習の水の使い方以外の

場面を視聴しながら、環境に配慮した調理

や片付けの工夫について考えていった。子

どもたちが言及したのは、①野菜の処理の

仕方（図２）、②洗剤の使い方（図３）、③

フライパンの洗い方（図４）、④はしの洗

い方（図５）についてである。それぞれの

内容について、自分の生活経験や栄養教諭

のアドバイスをもとに、どのようにすべき

だったか、今後どのようにすればよいかに

ついて話し合った（図６）。その中で、あ

る子どもが、「自分のことなのだけど、洗

剤を直接お椀にかけていた」と発言した。

この子どもにとって、洗剤を直接食器に

かけることは日常であったのかもしれない。

映像を視聴し、自分の行動を振り返ること

で、無意識に行っていること、そしてそれ

が問題であることが自覚化されたのである。

また、子どもたちの対話の中で、購入したキャベツは何枚はがして調理するか、芯はどの程度使うか、人参

の皮は使うかなどといった、野菜の処理について話題にあがった（図２）。この話題については、子ども一

人ひとりの価値観は異なり、子どもたちは生活経験をもとに自分の考えを話していた。そのような友達の考

えに耳を傾け、「今度試してみよう」という声を挙げる子どももいた。友達と対話することによって、様々

な考え方に触れ、自分の行動を振り返ったり、変容させたりしようとする姿が見られたのである。その後、

次回の調理実習に向けて、班で気を付けることを話し合った。映像にした前回の調理実習と次回の調理実習

の班は同一のメンバーで構成したため、子どもたちは、映像視聴や友達との対話を通して気付いたことをも

とに、気を付けることを具体的に考えることができた。「洗剤をスポンジにつけて洗う」「キャベツは１枚だ

図１ 水の使い方の場面

図３ 洗剤の使い方図２ 野菜の処理の仕方

図５ はしの洗い方図４ フライパンの洗い方

図６ 本時の板書
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けはがす」などの意見が挙がった。

終末では、本時における授業前後の考えの変化を観点に学習を振り返るように促した。これは、環境に配

慮した調理や片付けについての考えの広がりや深まりを自覚することができるようにするためである。そし

て、最後に、子どもたちに、この自覚が大切であり、自覚することで行動も変化させることができると話を

し、授業を終えた。

２－５ 本時授業の考察

授業について、子どもの振り返りをもとに考

察する。

A 児は、次回の調理実習に向けて気を付ける

ことを、野菜の処理や片付けの仕方の視点で具

体的に考えている。キャベツのはがす枚数、洗

剤の量、水の出し方と、授業で話題に挙がった

ものについて言及している。個別的な内容へ

の意識が高かったことが考えられる（図７）。B

児、C 児の振り返りからは、対話による効果が

見られる（図８、９）。B児は「私の班はむだづ

かいはしていないつもりだったけど、皆で話し

合えばいくつかでてきた」、C児は「最初はどう

すればいいか分からなかったけど、ぼくが気付

かなった簡単なエコがいっぱいあった」と振り

返っている。対話により、様々な人の考えに触

れ、自分の持っていない環境に関する視点を獲

得することができたことを表している。さらに

B児には、「皆でよく考えを出し合って、改善に

向かうことが大切だと思いました」と、対話の

よさを感じている様子も見られた。D 児は、自

分の普段の行動が環境に及ぼす影響について言

及している（図 10）。自分たちの調理実習とい

う映像資料を用いたことで、自分たちの姿を客

観的に捉え、環境と関連させながら思考するこ

とができたことが見て取れる。さらにE児は、「地

球環境にやさしいことをするには、身の回りを

気を付けることから始めないといけないと思い

ました」と、自分がどのようにあるべきか、自

分が何を取り組むべきことかについて思案している様子が見られる（図 11）。

３．授業の効果

授業を実施した後（２週間後と３か月後）に、環境への意識や行動に関するアンケートを実施した。アン

ケート用紙を図 12 に示す。アンケートは、環境に関わる内容を①どのくらい大切だと思うか（認識 ) ②ど

のくらいしているか (表現力・実践力 )③どのくらいまわりの人にはたらきかけているか（学びに向かう力・

人間性）の３つの資質・能力に関する質問から構成した。各項目について、４件法で尋ねた。

回答者は、本授業を行った６年１組 33 人（男子 16 人、女子 17 人）、本授業を行っていない６年２組 33 人（男

子 16 人、女子 17 人）である（６年２組は３か月後のみ実施）。

結果を表１に示す。数値は平均値である。

図７ A児の振り返り

図８ B児の振り返り

図９ C児の振り返り

図 10 D 児の振り返り

図 11 E 児の振り返り
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図 12 環境への意識や行動に関するアンケート

まず、全体的に見ると、どの項目も数値が高い。４件法の「３」は、意識では「大切だ」、行動・はたら

きかけでは「ときどきしている」である。同じ選択肢を選んだ子どもであってもその意識や行動には多少の

幅があるのが通常ではあるが、これらの値から、子どもたちが、ある程度高い水準で環境に対して意識した

り行動を自覚したりしていることが分かる。

次に、６年１組の２週間後と３か月後の結果を比較すると、13 項目中 11 項目で平均値が同等あるいは上

昇した。授業で環境に対して意識したり行動を自覚したりしたことの効果が持続したということができる。

また、授業後２週間後に調理実習を行ったこと、さらに約１か月後に、家庭での実践の課題を出したことで、

実際に行動し、それを自覚する機会が多かったことも平均値が上昇した要因として挙げられる。
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表１ 環境への意識や行動に関するアンケート結果

また、本授業を行った６年１組と本授業を行っていない６年２組の結果を比較する。３か月後のデータで

比べると、⑤を除いたすべての項目において、本授業を行った６年１組の方が平均値が高く、一定の授業の

効果を見て取ることができる。本授業で具体的に扱った項場面をアンケートの項目に照らし合わせると、「②

皿やフライパンについた油はふいてから洗う」「⑥食べ終わった後の皿や調理器具は、洗いおけなどにため

た水につけておく」「⑦フライパンにこびりついた食べ物は落としてから洗う」「⑧野菜の皮をむいたり切っ

たりするときには、できるだけ捨てる部分を少なくする」「⑨洗剤はスポンジにつけ、量を出しすぎない」「⑩

調理、片付けのときや普段の生活で水を出しっぱなしにしない」が該当する。これらの項目の中で、最も平

均値において差があったのは、「⑥食べ終わった後の皿や調理器具は、洗いおけなどにためた水につけておく」

であった。これは、調理実習や家庭での実践において取り組みやすいものだったと考えることができる。

さらに、認識を問うた①～⑤、表現力・実践力を問うた⑥～⑨、学びに向かう力や人間性を問うた⑩～⑬

の平均値をみると、授業クラスの 3か月後で 3.70、3.48、3.53 であったのに対し、非授業クラスは 3.46、3.20、

3.38 であった。いずれも、授業クラスの方が得点が高いことが認められるが、中でも、表現力・実践力の

得点に差が生じたことが確認された。加えて、３つの資質・能力の中では、認識に係る得点が最も高く、次

いで、学びに向かう力や人間性、表現力・実践力と続いた。この傾向は、授業クラス、非授業クラスのいず

れにも共通している。

４．総合考察

本題材では、自分たちの調理実習の映像を用いた反省的思考と対話による気付きを視点に授業を行った。

子どもの振り返りやアンケートの結果を見ると、環境への意識と行動の自覚という持続可能な社会の構築に

関する力の育成において、一定程度の効果があったのではないかと考える。その要因の一つに、自分たちの

調理実習の映像を用いたことが挙げられる。問題となる行動の人物が特定され、批判の対象になるおそれが

あることなどから、自分たちの映像を反省的思考の材料に用いることには難しい点もあるが、自分たちの映

像を視聴するからこそ、無意識の行動を自覚し、その意味や環境に及ぼす影響について思案することができ

るのだと考える。また、キャベツを何枚はがして使うかといった、個人の価値観に大きく左右される話題を
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取り上げ、対話を行ったことも、子ども一人ひとりが様々な考えに触れ、これからの自分の行動を考える機

会になったのではないだろうか。課題はつながり及び継続性であると考える。

一方、学習過程にはさらなる工夫の必要性が認められた。学習活動１「改善点を話し合う」に 30 分を費

やしたが、めあてに「野菜の処理に仕方を試したり」と記載しているように、計画段階では 20 分以内に話

し合いを終えて、学習活動２「野菜の切り方を試す」に移行する予定であった。しかし、子どもたちの話し

合いを切り上げるタイミングを教師が逃したため、授業のほとんどの時間が話し合いに終始した。子どもの

主体的な授業参加を優先することを選択した結果ではあったが、「体験」や「観察」を取り入れた授業構成

であればさらに子どもの集中力を維持させ、全員参加を保障することができたと考える。食生活のような自

然科学を背景とする分野の授業では、事実の確認や科学的認識の養成も大事である。

本実践では、よりよい調理実習の方法を見いだす学習に環境の視点を取り入れて授業を行ったが、これを

どのように他の題材や教科等とつなぎ、継続して指導していくかが重要であると考える。新たな題材開発や

カリキュラムマネジメントも視野に入れながら今後研究を行っていきたい。

おわりに

家庭科を学ぶ意義は、簡潔に言うと、「よりよく生きるため」である。よりよく生きることは、「当事者の

課題であるばかりでなく、社会を構成している市民全体あるいは家族みんなの課題でもある。民主主義社会

においては、個人と個人、個人と社会とがどのように調和すればよいのか、市場経済社会において人権や

平等をどのように守るのかという問題が最重要課題となる。また、今日では人間社会内の問題ばかりでなく、

地球規模の自然環境の保全も課題となっている。それは、自己中心か全体かの葛藤を乗り越え、個や部分だ

けでなくシステム全体としての生存を追究していかなければならないということである。」（４）その中で、子

どもたちは生活者としての視点と生活実践力を持つことが要求されるのである。こうした教科の理念は持続

可能な開発目標（SDGs）に通じるものであり、高度な課題ではあるが、小学生なりの理解と実践力を培うこ

とは重要と考える。他教科と連携しながら、教材化に向けてさらなる研究を進めていきたい。
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